
 

 

 

令 和 ５ 年 ７ 月 14 日  

海 上 保 安 庁 
 

海洋情報資料館をリニューアル 

 

１ ５つのテーマに分けて海図・海洋情報の歴史を展示 

（１）我が国の海図作製のはじまり ～幕末から明治初期～ 

   幕末から明治初期にかけて西欧諸国の海図作製の理論と技術を導入し、国防や

航海安全の目的で始まった日本の海図作製初期の歴史や当時の海図を展示して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）海軍水路部の成果 ～明治初期から昭和初期～ 

   明治初期から昭和初期に刊行され、軍港など海軍内部で使用するために作製さ

れた秘密海図や、海図の補助資料として使用する水路誌など展示しています。 

令和５年７月 19 日、歴史的な海図等を展示している海洋情報資料館（東京都江

東区）を、海洋情報の歴史をより理解しやすい資料館としてリニューアルします。 

新しい海洋情報資料館では、海上保安庁の調査で明らかになった日本周辺の海底

地形を立体的に見ることができる「大型３Ｄ海底地形図」の展示や、古くなり役目

を終えた海図を再利用してオリジナル紙バックを作る「工作コーナー」などを設け、

海上保安庁の海洋情報業務に親しみを持って学んでいただけます。 

第 1 号海図（陸中國釜石港） 

BAY OF YEDO（ペリー海図） 

海図の一部を抜粋 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日本と世界の珍しい貴重な地図 ～幕末から明治初期～ 

   安政３年（1856 年）にドイツで作成された日本を中心とする世界全図、マーシ

ャル諸島の島民がカヌーの航海用に使用していた貝殻やヤシの枝葉を用いたス

ティックチャート、伊能図（謄写図）のうち、海洋情報部だけが所蔵しているも

の等を展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）海図作製に使われた機器 ～昭和初期から昭和中期～ 

   潮の満ち引きの予報を計算する潮候推算機（英国製、2012 年産業技術遺産認定）

や２枚の写真から波浪を図化するために使用した一級図化機（ドイツ製）など、

歴史的に貴重な機器を展示しています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

明治初期の水路誌等 浮彫式海図（秘密海図） 

伊能図（謄写図） スティックチャート 

潮候推算機 一級図化機 



（５）現在の海洋情報業務 

   幕末・明治初期に国防と航海安全を目的として始まった水路業務は、現在、我

が国の海洋権益確保や防災・海洋環境保全など様々な目的のため、海洋調査、海

洋情報の管理・提供などを行っています。最新の海洋情報業務で使用する機器や

成果を展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）その他 

   海上保安庁が刊行した最新の海図の閲覧や明治から昭和初期の古海図をデジ

タルアーカイブ画像で閲覧することができます。 

 

２ 新たに設置した主な展示 

（１）大型３Ｄ海底地形図 

   ３Ｄ眼鏡をかけ、海底地形を立体的に見ることにより、日本周辺の起伏に富ん

だ複雑な海底地形の様子を理解することができます。 

（２）工作コーナー 

   古くなり役目を終えた海図を再利用し、世界に一つしかないオリジナルの紙バ

ックや測量船のペーパークラフト等を作成することができます。作成した作品は、

持ち帰ることができます。 

（３）映像コーナー 

本資料館で展示している海図作製に使われた様々な機器を使用して海図作製に

必要な作業を行っている当時の映像を放映しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実物の観測機器や模型を展示 

大型３Ｄ海底地形図 工作コーナー 



３ 海洋情報資料館 

海洋情報資料館は、海洋情報業務を広く紹介する資料館として、平成２３年に開

館しました。我が国において海図作製を開始して１５０年以上にわたる歴史の中で

作成された古海図、海洋調査等に関する貴重な歴史的資料の展示や最新の海洋情報

業務を紹介しています。 

（１）開館時間：午前１０時～午後５時（１２時～１３時は閉館） 

（２）休 館 日：月、火、年末年始（１２月２９日～１月３日） 

（３）入 館 料：無料 

（４）場  所：東京都江東区青海２－５－１８ 青海合同庁舎 

     ゆりかもめテレコムセンター駅から徒歩５分 

（５）電  話：０３－５５００－７１５５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 取材について 

海洋情報資料館へ取材を希望される場合は、別紙「取材申込票」に必要事項をご

記入のうえ、お申し込みください。詳細については、お申込みがあった社に追って

ご連絡いたします。 

 

 



 

 

別紙 

 

取材申込票 
 

 

 

御社社名：              （    名） 

  

取材者氏名 連絡先（携帯電話等） 

【代表者】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 【申込み先】 

海上保安庁海洋情報部企画課活用推進係  

   送付先： jcgh-kaiyokikaku-2x3z@ki.mlit.go.jp 

   連絡先：（０３）３５９５－３６２０ 
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